
生物多様性が “文化の多様性” を守る理由 
 

～田んぼと生物・文化多様性  ： なぜ生物多様性が文化の多様性を守るのか～ 
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【生物多様性】と【文化多様性】の巧妙、複雑な 
関係について、多面的に考えてみよう？ 



本日のお話のねらい 
＊自己紹介： 自分史をたどる/時代動向への関与の歴史  

  時代の転期： 世界をミクロからマクロレベルまで観る総合知 

                           ⇒ （鳥の眼と虫の眼）                

１） 反公害・自然保護・地域文化・有機農業･･･との関わり            
・全国自然保護連合、移動大学、有機農業運動、アグロフォレストリー 

観光文化研究所・民族文化映像研究所、92国連ブラジル会議市民連絡会 

「環境・持続社会」研究センター、野生生物保全論研究会ほか･･･ 

２） 自然共生・共存の様々なすがた 
   ・「生物文化多様性」への広がりは？ 

   ・人類大繁栄： 気候変動、生物多様性 ・・・舞台裏パラダイム対立 

   ・コロナ危機？  共生進化 

３） 日本と世界：食・農・環境のこれから 

    グローバル化？ ローカル化？ ： ４つの未来シナリオ           



（自己紹介） 日本・ｱｼﾞｱ・世界：市民運動との関わり 
★1950年生まれ：日本の戦後復興、高度成長期を体感してきた世代 

公害・自然破壊・アジア・世界：1969年大学封鎖、自主講座、市民・地域運動･･･ 

・1970年代： 公害・自然破壊、地域の矛盾、移動大学、公害輸出･･･   

・80年代：有機農業・エコロジー運動、農山村衰退、生活・伝統文化（日本・アジア・世界） 

 ・1988年「食糧自立を考える国際シンポ」：（グローバリゼーションと農業・農村衰退）  

                     （拙著、『共生社会の論理』学陽書房、1988年） 

＊1992年「地球サミット」＊世界食料サミット（1996）＊ﾞ環境開発サミット（2002） 

                     （拙著『地球文明ビジョン』NHKブックス、1995年） 

                    9.11同時多発テロ（米国滞在）、3.11東日本大震災   

                    ・・・・・・気候変動枠組み条約、生物多様性条約       

                         持続可能な開発会議（ﾘｵ＋20、2012） 

                 ＊SDGs：2030ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ（国連総会、2015）に参加                    

                 編著『共存学1～4』弘文堂、『食べるってどんなこと？』平凡社 

             『食・農・環境とSDGs-持続可能な社会のトータルビジョン』農文協  



日本の近代化と公害問題 
ー水俣病の被害は、今もひき続いているー 



 



民族文化映像研究所（姫田忠義所長）作品 
シカゴ国際映画祭ドキュメンタリー部門銀賞 





自然共生 











現代農業（農山漁村文化協会）1989年3月増刊号より 

 



 



世界農業における新大陸型と旧大陸（アジア）型 



食と農における２つの展開方向 

    「生物・生態系」→「人間生態系」→「農業生態系」の形成  

  

★ 単一・極大化の展開指向：（新大陸：自然征服・排除・支配型） 

☆ 複合・バランス調整の展開指向：（旧大陸：共生･共存型を内在） 
  ･・・・・・・・・・・・・・・・・・・･・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

新大陸・自然征服（アメリカ）型の優位・拡大 →それらの世界的展開 

近代化の流れ →●単一価値のモノカルチャー的展開（多様性の破壊） 

 

＜資源・環境の限界と社会・経済的バランスの歪みの拡大＞ 

・・・新たな社会モデル・文明形成への模索・・・ 

 





近代農業と有機農業の比較 
農業生態系における窒素の循環 

「農業における有機的な生産技術（有機農業）とは、たんに有機物を土に返し薬剤に依存 

しない農業にとどまらない。 それは生産のあり方ないし生産の質、さらには全体として 

農家生活をも含みこんだ経営の質そのものまでが高度な有機的連関性を形成すること 

ををもって、その特質がはっきりと浮かびあがる・・・・」（『共生社会の論理』より） 

分断・単一・極大化の生産力 

循環・多様・共生型の生産力 
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気候変動枠組み条約、生物多様性条約、 

 リオ宣言、 アジェンダ２１、 森林原則声明など 

         国際環境レジーム（体制）を形成 

★ 従来の発展様式（化石燃料型文明）が、気候変動枠組み 

 条約によって終止符、転換を迫られている 

★ 人間中心（単線系モノカルチャー型文明）から、生物 

 多様性条約（多様性と循環）を契機に生命文明の再構築 

双子の条約
の意義 

地球サミット（1992） 



地球サミット：１９９２年 
 
 
 ブラジル（リオデジャネイロ） 
 世界150各国から約4万人が集う 

 

 

 

 「日本テント」のブース風景など 

 

 

 

 

 

 NGO地球フォーラムの会場風景 

 

 

 





 2050年カーボンニュートラル： 大変革がスタート⁉ 

気候変動枠組み条約（パリ協定～） 



生物多様性条約 
   生物多様性は人類の生存を支え、人類に様々な恵みをもたらすものです。 

• この条約には、先進国の資金により開発途上国の取組を支援する資金援助の仕組みと、先進国の技術
を開発途上国に提供する技術協力の仕組みがあり、経済的・技術的な理由から生物多様性の保全と持
続可能な利用のための取組が十分でない開発途上国に対する支援が行われることになっています。ま
た、生物多様性に関する情報交換や調査研究を各国が協力して行うことになっています。 

• 経緯 ： 1992年５月 採択  1992年６月 国連環境開発会議（UNCED）で署名  1993年５月 日本が
条約を締結  1993年12月 条約発効 

 

 ＜条約の目的＞ 

• １ 生物の多様性の保全 

• ２ 生物多様性の構成要素の持続可能な利用 

• ３ 遺伝資源の利用から生ずる利益の公正で衡平な配分 

 ＜締約国数＞ 

• 194カ国とEU・パレスチナ  ⇒ 条約を批准していない国？ 
 



日本は2017年に批准 







「愛知目標２０」の達成度は１割」: GBO5評価 
～生物多様性を守るための目標20での基本要素の全達成はゼロ～ 

   



             モノカルチャー型文明 
        ＜ 価値の画一化・標準化・序列化 ＞ 
        による自然支配・管理の拡大・膨張 
 
     
劣ったもの・後れたもの・捨て去るべき無価値な存在 ＝ 絶滅危惧種 
     追いやられてきた存在に、新たな価値の光があたる 
 
   ★先住民の権利、小農民の権利の復権、伝統・文化の再発見 

 生物多様性条約に内在する潜在的可能性    

「文化多様性」もう一つの
領域との融合  

文化多様性条約 
（UNESCO, 2005） 

「生物文化多様性」 



文化多様性条約：(コトバンク) 

 各国が固有の文化を保護育成する政策を 

取ることを認める条約。市場原理とは異なる 

文化的価値を認め、経済的価値との調整を 

求める。2005年ユネスコ総会で採択。 

     （米国とイスラエルの2か国が反対） 

文化の多様性に関するユネスコ世界宣言 
        第３１回ユネスコ総会採択 (2001年11月） 

第１条－文化の多様性：人類共通の遺産 

･･生物における種の多様性が、自然にとって 

不可欠であるのと同様に、文化の多様性は、 

その交流・革新・創造性の源として、人類に 

とって不可欠なものである。･･･ 
第２条－文化の多様性から文化多元主義へ 

第３条－発展の一要素としての文化の多様性 

第４条－文化の多様性を保証する人権 

第５条－文化的権利：文化の多様性を可能にする環境 

第６条－万人に文化的多様性への道を開くこと 

第７条－創造の源泉としての文化遺産 

 （･･････12条） 

多様性のもつ意味 
9.11テロ2か月後採択 



   文化庁・文化審議会2004年：  
>>文化財・文化産業の振興が中心課題 





 森林、里山、川、湖、干潟、海などの生態系（生物多様性）に支えられ、地域独自の 

衣食住、言葉、信仰、芸術など多様な文化、生活様式が育まれてきた（文化多様性）。 

文化的な営みとしての田んぼや水路などの環境形成から、そこに多様な生きものが 

息づいてきた。 

 自然と人間（文化）が互いを活かしながら存在する相互作用関係に注目し、それ 

を一体的に保全する「生物文化多様性」という分野横断的な考え方が形成された。 

参考資料より作成：石川県企画課資料(第1回アジア生物文化多様性国際会議のご報告) 

生物文化多様性とは？ 



出典：http://ouik.unu.edu/contents/images/bio/Flyer_JP-BiCuD.pdf 









出典：GDB（生物多様性概況）3 









栽培・農耕と作物の起源 
 さまざまな農耕の起源、栽培植物
と家畜化の過程について、研究が行
われてきた。 
 例えば、中尾佐助（「栽培植物と
農耕の起源」）によって、４つの農
耕文化複合が提起されている。 
 
・根菜農耕文化（東南アジア） 
・地中海農耕文化（メソポタミア） 
・新大陸農耕文化（メソアメリカ） 
・サバンナ農耕文化（西アフリカ） 
 

最近、長江稲作農耕の存在（１万年

以前に遡る）が注目され始めている。  農耕の展開・・発展過程とともに、
農耕以前の人間と自然との関係を
ふまえて、今後とも自然調和的な
共存形態（例えばｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ、
ﾊﾟｰﾏｶﾙﾁｬｰ）について視野に入れ
ていく必要がある。 



世界的に見た主要作物の普及・伝搬 



家畜がくれた死の贈り物～「銃・病原菌・鉄」より 

 長い間、隔絶されてきたアメリカ大陸に
とって、西欧世界との出会いは人々や生
態系に大きな脅威と悲惨な結果を生んだ。 
 
 直接的な戦闘での死よりも大半は西洋
人が持ち込んだ疫病による死であり、そ
の疫病の多くは、インフルエンザにみる
ごとく起源が家畜との関わりの中で生み
出されてきたものであった 。 



 バイオテクノロジー（遺伝子操作）, 
ジオ・エンジニアリングﾞ（地球・気候工学） 

 合成生物学 ･･･ 

  生物多様性条約会議
（COP10,2010)in名古屋 

自然生態系から文化多様性 
 先住民の伝統文化の尊重 
無価値・遅れたものを再評価  



 生物多様性条約第13回会議 （COP13：メキシコ・カンクン) 





オーストラリア：アボリジニの知恵 
 約５億５千万年前に孤立したオーストラリア 
 大陸は、稀少な動植物の宝庫である。 
 生息する動植物の８割はここにしか存在 
 しない。 
 
 約４万年より以前にアボリジニと呼ばれる 
 先住民が移住したが、独特の狩猟採取社会 
 が、永続して18世紀まで存在した。 
 
そこでは、農耕社会とは異なる自然共存 
の知恵が育まれてきたことから、近年 
その知恵や知識などが注目されている。 
 
 とくにアボリジニの薬草利用の知恵は 
宝の宝庫であり、利用可能な生物資源を 
求めて研究者や企業による調査・商品化 
が進行。  ⇔ 避妊薬の成分 



食と環境の安全に
新たな脅威：GMO 

 

  人類は地球上で自然と調和し 
  暮らしていけるのか？？ 
 

合成生物・ゲノム編集の時代へ 



「食・農・世界」めぐる考え方の対立 
  「フード・ウォーズ」: 食の未来： パラダイムの攻め合い 

生産拡大主義（さらなる欲望拡大）の後は、将来のシナリオ？ 

 ●ライフサイエンス主義 （生命・自然の管理・支配） 

 ●エコロジー主義   （自然の力・調和関係の尊重） 





流通・消費における２つの展開 
（ファストフード 対 スローフード） 

 

Fast Food Nation 
 

by Eric Schlosser  

 

                           Slow  Food  movement 

  

      

 

 

  Fast  Food                         

スロー・フード運動は、１９８６年にイタリアで、ファス
ト・フードに象徴される効率至上主義の食品産業や食文化に
対抗して、伝統的な食品製造技術とその食品をゆっくりと味
わう喜びを守る運動として出発した。 運動のシンボル、”
かたつむり”がよくその性格を表している。 



巨大農企業・モノカルチャーの拡大？ 小農・アグロエコロジー？ 



巨大モノカルチャー（単一化）か？ 

適正規模マルチカルチャー（多様性）か？ 
 世界、日本など多くの地域では、農耕と森林とは昔から密接なつながりを
もってきた。今、途上国を中心にアグロフォレストリーが再評価され、アグロ
エコロジー（農業生態学）や有機農業運動との結びつきを強めつつある。 

     ＜下図は、メキシコの有機コーヒーの生産農業協同組合のパンフレットより引用＞ 



食と農の多様性：自然と文化の織りなす世界 
ミラノからアドリア海を結ぶエミリア「美食街道」：パルマ・モデナ・ボローニャ  





人為と自然をどう調整するか 

ー 半自然・農的領域の編成が鍵となる ー 

人工環境（都市的領域） 

 半自然（２次的自然） 

原生的自然 



自然と人間の関係性 

• 荒ぶる自然 

（・・・畏れ、奥山：深山幽谷・魑魅魍魎の世界） 

 

• 馴化された自然 

（・・・和み、里地・里山、折・織りあいの世界） 

 

• 囲われた自然 

（・・・制御、管理・支配された世界） 







出典：日本自然保護協会 

https://www.nacsj.or.jp/2017/12/7760/ 





日本における伝統的な循環型社会形成 
（江戸時代から戦前・戦後初期） 



環境順応・リサイクル社会としての江戸 



 
• 東アジア４千年の永続農業 

 

• アメリカの土壌物理学のＦ．Ｈ．
キング（1848～1911）は、今から
1世紀前の1909年（明治42年）に
日本、中国、朝鮮の農業を視察
し、アメリカ人の目で初めて、東
アジア農業に光を当てた。 
 

•  川と灌漑による水の巧みな利
用、下肥、山の草木、クローバ緑
肥、河川の底土など地域資源の
徹底活用、輪作や混植、丁寧な
栽培管理など、東アジアの農民
が長年かけて築いてきた農法、
地域資源を活かした循環型農業
に着目した。 
 

• １９７０年代、米国の有機農業運動を契機
に復刊。  

• 日本での邦訳の再復刊、 

• 農文協 全２冊、2009年） 



 

（精神循環） （物質循環） 



「Tree Crops, A Permanent Agriculture」  
by J. Russell Smith (1929) 

[戦前：賀川豊彦により『立体農業』として紹介] 
★現在のアグロフォレストリー、パーマカルチャーの先駆 

 



   三澤勝衛 

 
 1885年（明治18）長野県生まれ 

長野県諏訪中学（現諏訪清陵高校）の地理の教師と
して教壇に立ちながら、独自の視点で地域の個性＝
風土をとらえ、風土を生かした人々の暮らし＝風土
生活や農業、産業＝風土産業を提唱 

 

 

 風土を生かす循環型の産業・ 
 暮らしの形成への先駆者 
 

   「連環式経営」： 
 凍豆腐−おから−豚−桑・野菜の連環 

 （廃棄物ゼロの有機循環産業形成） 
 

地域の個性的な産業興しと活性化の原点を示唆 

 

  



パーマカルチャーの思想と実践展開 
パーマカルチャー理論による 
ｿﾞｰﾝ（生態地域）分け  

フード・フォレスト農場（アデレード近郊）の外観 



「フード・フォレスト農場」：コンポストトイレ・農場風景 



中南米に広がるアグロフォレストリー（農林複合） 
  世界的に、日本を含めて多くの地域では、農耕と森林とは昔から密接なつなが
りをもってきた。 とくに途上国を中心にアグロフォレストリーが再評価されており、
アグロエコロジー（農業生態学）や有機農業運動との結びつきを強めつつある。 
 
＜下図は、メキシコの有機コーヒーの生産農業協同組合のパンフレットより引用＞ 



「森（川）・里・海」を結ぶ 

   生命地域主義 
 （バイオリージョナリズム） 



個と全体の相似関係 ： 人・自然・宇宙 
    「内なる環境」（体内・健康） ⇔ 「外なる環境」（自然・生態系） 

  ＜体内環境（健康）＞ → 人体 ←＜自然環境・地球環境問題（環境破壊）＞ 

          食べ物 ⇔ 賜物、供物 

            「身土不二」 の思想  

 ＊LOHAS： Lifestyles of Health and Sustainability 

 ＊古きは、ミクロコスモスとマクロコスモスの思想 

(注) 健康概念の拡張 ・・・・ 「健康」さ、「健全」さの強調がもつ危うさ（優性思想） 
 ＊ 全体主義的な傾斜に、どうバランスをとるか？  （かつてナチスの健康政策？） 

 ＊WHO憲章で「健康」定義の改正議論：  「疾病・病弱の否定」から、身体的・精神的・ 
  心的（spiritualが議論されたが不採択）・社会福祉的な状態の動的完全性へ 



 健康はひとつ：「ワンヘルス」 （イメージ図：出典､福岡県生活衛生課） 

《 健康概念の広がり：人間存在の土台・自然観・世界観の変革 》    



 



 自然界・地球史の大半 
中核は微生物（細菌類）､ 
ウイルスたち 
 

  人間のゲノムの3~4割は 

   ウイルス起源らしい？ 



出典：朝日新聞20200406（科学の扉）ウイルス、共生の 
歴史 宿主に遺伝子残し病防ぐ／進化、初期から関与？ 



出所：森羅万象学校 
2001  

「光合成生物への進化」
山本 啓之, 川上 伸一 

共生進化 
 

 

●生態系レベル → 

 

●細胞レベル  

    ↓ 



ウイルス・細菌がつくる想像以上の巨大な世界 

人間を構成する細胞数の約37兆個に対して、体内・体表面 

には約100兆個もの細菌や菌類が住み着いており、複雑な 

共生・共存・対抗関係の中で存在している。 

 

海の中でも海洋生物の全体の半分以上9割 

近くを微生物が占めている。自己増殖できな 

い超微細なウイルスに関して、不可思議かつ 

巧妙な働きがある（遺伝子水平移動）。 

   ⇒ 生物進化を促進する力？？ 

 

 

試算での興味深い指摘としては、「海のウイルス全体に含まれる炭素の量は2億トン
、シロナガスクジラ7500万頭に相当する膨大なものになる。仮にウイルスをつなげる

と、全体の長さは1000万年光年になる」という（Nature 437, 356, 2005）。 





自然・生態系・文化の多様性 
  媒介としての「風土」概念 
    （文化論的な展開） 



持続可能な環境田園都市 in 小山 
 生物多様性の宝庫として中山間地（里山）と海域（里海）を含む

弧状（列島）生態系の豊かさを自然資本大国として再認識 

「文明の生態史観」（梅棹1967）の文明観、海洋史観 

（川勝1997）を参考に、北東アジアの弧状文化圏域を 

新たにイメージ、持続可能な環境田園都市のネット 

ワーク形成へ。  ★菜の花サミット：YouTube配信中 

 



水田目標2030 一覧 

水田目標 内  容 

T.1 流域の生物多様性の向上 

T.2 田んぼの生態系の回復・再生と、未来への継承 

T.3 田んぼの生物多様性を育む農業システムの管理下への組み込み 

T.4 田んぼの生きもの保全・回復 

T.5 田んぼの生きものの遺伝的多様性の保全・回復 

T.6 人と生きものとの共生 

T.7 田んぼの外来生物への対策 

T.8 稲作による汚染・環境負荷の低減 

T.9 田んぼを通した気候変動対策 

T.10 伝統的農法・水管理の再評価と田んぼの生きもの利用促進 

T.11 田んぼによる災害被害の低減と回復 

T.12 都市環境保全と田んぼとの連携 

T.13 地域・風土に適応した品種の開発・保全 

T.14 田んぼの生物多様性保全政策の実施 

T.15 田んぼの生物多様性保全を推進する企業活動の発展 

T.16 市民の価値観・行動の変革による生物多様性を育む農業の主流化 

T.17 バイオテクノロジーによる悪影響への対処 

T.18 生物多様性を育む農業に有害な補助金の削減・改善 

T.19 生物多様性を育む農業支援の確保 

T.20 生物多様性を育む農業への地域の伝統・知識・経験の活用 

T.21 市民・NGOなどの政策・施策・事業など意思決定への参加の確保 

T.22 国内外の組織・機関や団体との協働の推進 

水田目標2030一覧 



「合鴨農法」で作られた古野農場のおコメとお野菜 

      出典：(ふくおか食べる通信 2019.12.24) 

https://taberu.me/post/backnumber/12233.html 

   「鯉農法」（細田農産、安曇野） 
https://www.hosoda-nousan.co.jp/tips/post_1/ 

鯉農法とは、農薬を使用しないで鯉を田んぼで養殖して稲を 

栽培をする農法です。鯉が田んぼの中を泳ぎまわることにより、 

泥がかき回されて雑草の生育と発芽を抑制し除草を行うので 

除草剤を必要としません。 さらに田んぼの土が鯉により撹拌 

され、土が豊かになるので美味しいお米が栽培できます。 

田んぼには鯉混じってフナやドジョウやタニシなど多くの生き 

物が見られるようになりました。 

佐久の水田養鯉 
（佐久商工会議所より） 





環境省 第5次環境基本計画 

 [生物文化多様性] 
が土台となる！ 



出典：「日本の里山・里海評価」2010 

４つの未来シナリオ 

←技術志向 自然志向→ 

自然循環の共生社会 あなたはどんな未来シナリオを描きますか？ 


